
※ 記入上の注意点 

１．届出者名は、必ず楷書（ゴム印使用時も同じ）で記入してください。 

２．「別記２」の２．面積欄は、建築物がある場合は、敷地面積を記入の上、建築面積をカッコ書

で記入してください。 

３．「別記２」の５．工事目的欄の「個人住宅」は、申請者本人が自らの居住を目的とする住宅で、

営利目的に供される部分を持たないと判断される住宅です。従って、個人住宅については

申請者が法人名となることはできません。店舗付き住宅・事務所付き住宅等、営利目的部

分を含む住宅は｢兼用住宅｣となります。 

４．「別記２」の７．施工責任者欄は、施工業者を記入し、未定の場合は「未定」と記入してくださ

い。 

５．「別記２」の８．着手・９．終了時期欄は、予定でも構いませんので必ず記入してください。未定

の場合は「未定」と記入してください。 

 

≪ 記 入 例 ≫ 

 

 

第        号 

           令和  年  月  日 

 

堺市長 様  

 

 

住   所    堺市堺区南瓦町３番１号  

氏名等    泉 北 や よ い    

 

 

埋蔵文化財発掘の届出について 

 

周知の埋蔵文化財包蔵地において土木工事等のための発掘を実施したい 

ので、文化財保護法（昭和２５年法律第２１４号 ）第 ９３条第１項の規定により、 

別記１の事項について、関係書類を添付し、別記２のとおり届出します。 

 

 

 

 

届出日を必ず記入してください 

楷書で記入してください 



別記２≪記入例≫ 

９３条第１項 

 

 
 

 堺文財 第      号 ・令和  年  月  日 

 
 

１．所 在 地 堺市西区浜寺船尾町西５丁４０番 

２．面     積 1543.5㎡（958㎡） 

３．土地所有者 
氏名等：泉北やよい 

住 所：堺市堺区南瓦町3番1号 

４．遺跡の種類 
 散布地 集落跡 貝塚 都城跡 官衙跡 城館跡 社寺跡 古墳 横穴墓 

 その他の墓 生産遺跡 その他の遺跡（                         ） 

  遺跡の名称  四ツ池遺跡  員 数  １ 

  遺跡の現状  宅地 水田 畑地 山林 道路 荒蕪地 原野 その他（       ） 

  遺跡の時代  旧石器 縄文 弥生 古墳 奈良 平安 中世 近世 その他（      ） 

５．工事の目的 

  道路  鉄道  空港  河川  港湾  ダム  学校 宅地造成 

  個人住宅  分譲住宅  共同住宅  兼用住宅   その他住宅 

  工場  店舗  その他建物（             ） 

 土地区画整理  公園造成  ゴルフ場  観光開発  ガス 

  電気   水道   下水道  電話通信  農業基盤  農業関係 

  土砂採取  その他開発（            ） 

     工事の概要 

鉄骨造３階建て 

柱状改良あり 

 

 

最大掘削深度GL－ 1.5 ｍ    盛土（有・無）最大GL＋   ｍ 

地盤改良（有・無）  浄化槽等（有・無）  既存基礎の解体（有・無） 

基礎構造 布基礎  幅・径 0.6 ｍ  建築面積に対して  ％ 

６．工事主体者 
  氏名等：泉北やよい 

  住 所：堺市堺区南瓦町3番1号 

７．施工責任者 
  氏 名：㈱稲葉工務店 ㈹埋文九郎 

  住 所：堺市南区稲葉1丁3142 

８．着 手 時 期  令和  年  月   日  ９．終了時期 令和 年 月  日 

10．参 考 事 項 

  

 

〒590‐0974 堺市堺区大浜北町５丁 7番（株）らいと設計事務所 

電話072－233－○○△□  担当：大 浜 光 

 

不
明
の
場
合
は
提
出
時
に
職
員
に
お
尋
ね
下
さ
い 

地番を記入してくださ
い。住居表示は不可 

 
建築物の場合は建築面積を( )書きで記入してください。 

 

工事の内容・地盤改良の有無等を記入してください。 

申請者（施工主）を記入してください。 

施工業者を記入してください。 

工事予定時期（届出日から 60 日以降の日付）を記入してください。 

代理人等の連絡先を記入してください。 

遺跡の数を記入
してください。 

 


